
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

  

 

   

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        ２０２５年４月１日（火） 
 

        ２０２４年８月２０日（火）～９月１３日（金） 
 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 
 

公益財団法人久留米文化振興会 総務課 

電  話  ０９４２-３３-２２７１ ＦＡＸ ０９４２-３９-７８３７ 

E-mail  saiyou@ishibashi-bunka.jp 

〒８３９－０８６２ 福岡県久留米市野中町１０１５ 石橋文化センター内 

 
2024年度 

公益財団法人久留米文化振興会 

正規職員募集 
事務職  造園職  学芸職 

 

お申込み・お問合せ 職員採用情報 

採  用  日 

申込受付期間 

詳しくはこちらでご確認ください 

石橋文化センターHP 

▶事務職 [1人程度] 
○コンサートなどのイベント企画

及び実施 

○当財団が管理している施設の管

理運営 

○法人運営に必要な総務・経理・

労務に関する業務 

▶学芸職 [1人程度] 
○近現代美術にかかわる調査研究

及び展覧会の企画運営 

○日本近代洋画を中心とした美術

品の収集保管 

○教育普及活動 

▶造園職 [1人程度] 
○石橋文化センター庭園及び施設の

維持管理作業 

○樹木・草花等の植栽管理・作業 

○施設管理業務の委託・監督・調整 

○石橋文化センター庭園整備計画立

案 

私たちの強みは､設立から６８年に亘り､市民に親しまれ続けていること。 

芸術文化の振興で地域社会の発展と豊かな市民生活を目指して 

８０年、９０年、そして１００年へ。 

これからの芸術文化の歴史を、未来を、一緒に創ってみませんか。 
 



試験区分・採用予定人員・受験資格・職務内容 

試験区分 

採用 

予定

人員 

学歴･職歴･生年月日･その他 職務内容 

一 

般 

職 

員 

事務職 
１人

程度 

○学歴問わない 

○普通自動車運転免許 

（AT 限定可。２０２５年４月１日ま

での取得見込可。） 

○１９９５年(平成７)４月２日以降に

生まれた人（２９歳まで） 

〇石橋文化センター（庭園・石橋文化ホー

ル・久留米市美術館等）及び当財団が管理

している施設の管理運営 

〇ホール等で行うコンサートや、庭園を活用

したイベント等の企画実施 

〇学校や市内各所でのアウトリーチ事業の

企画実施 

〇法人運営に必要な総務・経理・労務に関す

る業務 

造園職 
１人

程度 

下記の①～③をすべて満たす人 

①大学･短期大学･専門学校･高校 

などで園芸または造園に関する

科目等を履修した人もしくは同 

等の知識を持つ人 

②普通自動車運転免許 

（AT 限定可。２０２５年４月１日ま

での取得見込可。） 

③１９９５年(平成７)４月２日以降に

生まれた人（２９歳まで） 

○石橋文化センター庭園及び施設の維持管

理作業 

○樹木・草花等の植栽管理・作業 

○施設管理業務の委託・監督・調整 

○石橋文化センター庭園整備計画立案 

 

学芸職 
１人

程度 

下記の①～④をすべて満たす人 

①大学又は大学院を卒業若しくは修

了した人、又は２０２５年３月３１日

までに卒業若しくは修了見込みの

人 

②美術史を専攻した人 

③学芸員の資格を有する人、又は 

２０２５年３月３１日までに資格取

得見込みの人 

④１９９０年(平成２)４月２日以降に

生まれた人（３４歳まで） 

○近現代美術にかかわる調査研究 

○近現代美術にかかわる展覧会の企画運営 

○日本近代洋画を中心とした美術品の収集

保管 

○教育普及活動 

○その他学芸業務全般 

※採用予定人員は変更になる場合があります。なお、一定の基準に満たない場合、合格者数が採用予定人員を下回ることがあります。 

 

 

 

 
  

 

 
 

 

 

 

 

給 与 （参考）  ※2024年8月時点 

大学卒業・２２歳：［初任給］１９６，２００円＋諸手当   

大学卒業後、職務経験年数７年の例：［初任給］２３４，０００円＋諸手当 

「 楽しみと幸福の時間。」 
 
変化に富んだ庭園とともにある、美術、音楽、図書。 

ここ、石橋文化センターを訪れる人は 

足を運ぶにつれ、異なった楽しみに出会います。 

花々の美しさや、創作、アートをテーマにしたイベントに参加して、

浮き立つような楽しみをおぼえます。 
 

1956年、石橋文化センターを建設・寄贈した石橋正二郎は、 

正面の石碑にこう記しました。 

「世の人々の楽しみと幸福の為に」。 

私たちはその想いを受け継いで、ここ久留米の地で、 

訪れる人の楽しみと幸福のある時間を創っています。 


